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どうなる！？ �
公共施設、統廃合�

�空きスペースが多く、施設の維持費が問題になっている方城・赤池支所。その他に
も町内には多くの公共施設があり、今後住民サービスを低下することなく、いかに
施設の統廃合を進めていくのかが課題となっています。�
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12月 4日[火]　本会議(第1日)�
12月 5日[水]　総務文教常任委員会�
12月 6日[木]　産業建設常任委員会�
12月 7日[金]　厚生常任委員会�
12月 8日[土]・12月 9日[日]　休会�
12月10日[月]　各常任委員会予備日�
12月11日[火]　本会議(第2日)　�
12月12日[水]　本会議(第3日)

会期日程�

【議案第63号】�
福智町個人情報保護条例の一部を改正する条例について�
…12月12日　原案可決�
日本郵政公社の民営化に伴い、条例の一部を改正しました。�
�
【議案第64号】�
福智町学校給食センター設置条例の全部を改正する条例について�
…12月12日　原案可決�
給食センターの運営については、給食センター運営委員会で
協議されてきましたが、金田小・中学校の給食室も含めて一体
的に協議していく必要があるため、条例の全部を改正しました。�

�
【議案第65号】�
福智町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について�
…12月12日　原案可決�
国民健康保険法施行令の一部が改正されることに伴い、福智
町国民健康保険税条例の一部を改正しました。�
�
【議案第66号】�
福智町コミュニティセンター条例の一部を改正する条例について�
…12月12日　原案可決�
福智町コミュニティセンター（ふじ湯の里）の拡張工事が完了
したことに伴い、その利用料金を定めるため、条例の一部を
改正しました。�
�
【議案第67号】�
平成19年度福智町一般会計補正予算（第3号）について�
…12月12日　原案可決�
予算の総額に、歳入歳出それぞれ1億7406万9千円を追加し、
予算の総額が歳入歳出それぞれ147億5995万7千円とな
りました。�

【議案第68号】�
平成19年度福智町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）に
ついて�
…12月12日　原案可決�
予算の総額から、歳入歳出それぞれ8839万7千円を減額し、
予算の総額が歳入歳出それぞれ31億1856万9千円となり
ました。�
�
【議案第69号】�
平成19年度福智町水道事業会計補正予算（第2号）について�
…12月12日　原案可決�
収益的収入の予算額5億8076万7千円に760万円を追加し、
収益的収入の予算額が5億8836万7千円となり、収益的支
出の予算額5億8076万7千円に1127万1千円を追加し、
収益的支出の予算額が5億9203万8千円となりました。�
�
【議案第70号】�
町道路線の認定について�
…12月12日　原案可決�
生力石松線歩道新設に伴い、路線の認定をしました。�
�
【請願第4号】�
市場小学校の屋外運動場に関する請願書�
…12月12日　採択�
�
【陳情第2号】�
国の療養病床の廃止・削減計画の中止等の意見書採択等を求
める陳情書�
…12月12日　採択�
�
【陳情第3号】�
乳幼児医療費助成制度の創設等を求める陳情�
…12月12日　採択�
�
【陳情第4号】�
後期高齢者医療制度に関する陳情書�
…12月12日　採択�
�
【選挙第7号】�
田川地区清掃施設組合議会議員の選挙について�
…12月12日　決定�
田川地区清掃施設組合議会議員に安永榮一議員が決定しま
した。�
�

平成19年第4回定例会審議結果�

定例会報告�
　平成19年第4回定例会が12月4日～12月12日まで9日
間の会期で開催され、議案8件をはじめ請願・陳情などが審
議されました。結果は次のとおりです。�
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総務文教常任委員会報告�

厚生常任委員会報告�

〔付託された案件〕�
・議案第64号　福智町学校給食センター設置条例の全部を改正する条例について�

・議案第67号　平成19年度福智町一般会計補正予算（第3号）について�

・請願第 4 号　市場小学校の屋外運動場に関する請願書�

〔審査結果〕�

　各担当課より詳しく説明を求め、慎重に審査をおこなった結果、付託された2件

の議案については可決、請願については採択すべきものと決定しました。また、「議

案第70号：町道路線の認定」について説明を受け、質疑をおこないました。主な意見・質疑は次のとおりです。�

〔付託された案件〕�
・議案第67号　平成19年度福智町一般会計補正予算(第3号)について�

・議案第68号　平成19年度福智町国民健康保険特別会計補正予算(第1号)について�

・議案第69号　平成19年度福智町水道事業会計補正予算(第2号)について�

・陳情第 2 号　国の療養病床の廃止・削減計画の中止等の意見書採択等を求める陳情�

・陳情第 3 号　乳幼児医療費助成制度の創設等を求める陳情�

・陳情第 4 号　後期高齢者医療制度に関する陳情�

〔審査結果〕�

　各担当課より詳しく説明を求め、慎重に審査をおこなった結果、付託された3件の議案については可決、陳情3件につい

ては採択すべきものと決定しました。また、「議案第70号：町道路線の認定」について説明を受け、質疑をおこないました。

主な意見・質疑は次のとおりです。�

問�

（答）�

問�

�

（答）�

問�

給食施設の名称は統一できないか。�

県に相談して対応したい。�

方城の給食センターもかなり古いので、建替えは

できないか。�

建替えを含めて検討したい。�

9月に取り下げた赤池給食センターの件については、

は、話し合いをしているのか。�

保護者会と2回ほど話し合いをした。�

議案第70号の町道路線の認定についてはバリア

フリー、安全面に充分注意し、保護者・学校と充分

連携しやっていただきたい。�

教育だけ優先ということではなく、色々な要望につ

いて、バランスを取り対応してほしい。�

（答）�

意見�

�

�

意見�

配水管漏水修理の箇所は。�

1箇所20万円で30箇所を想定している。�

漏水の量がかなりあるがどうするのか。�

H20年度から老朽管を順次更新していきたい。金

田地区は合併前に漏水調査をしたが、赤池・方城に

ついては実施していないので、実施をし、有収率を

県平均程度にまで近づけていきたい。�

住民からの漏水等の連絡に対して回答がないが。�

今後連絡をいただいた方には事後報告をしたい。�

漏水は徹底的に調査し、無駄をなくしてほしい。�

町立老人ホームは民にするのか官でするのか。�

財政面でいえば民間にするほうがいいといえる。�

町立老人ホームの問題について早急に解決してほ

しい。�

検討委員会の結論がずれ込んでいるが、それ

を受けて結論を出し、議会にも報告してご意

見をいただきながら最終的な結論として対処

したい。�

第一保育所の経過について。�

地域の方と意思の疎通を図りながら話をして

いるが、まだ結論には至っていない。�

福智町の保育がどうあるべきかを全体として

考えるべき。�

�

歩道は寂しいところに計画をされているが保

安策は。�

学校に十分周知をして安全対策をとりたい。�

通学路の安全については、保護者の意見も踏

まえて十分検討してほしい。�

（答）�

�

�

�

問�

（答）�

�

意見�

�

�

問�

�

（答）�

意見�

問�

（答）�

問�

（答）�

�

�

�

問�

（答）�

意見�

問�

（答）�

問�

【議案第70号について】�
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産業建設常任委員会報告�

問�

（答）�

�

問�

（答）�

�

�

問�

町道路線について青写真はできているのか。�

まだできていない。県と合議して2ヶ年計画で整

備をしたい。�

柿添団地はいつごろになるのか。�

建築基準法の改正により確認申請業務が遅れてい

る。12月末か1月初めに申請がおりるのではない

かと考えている。�

入札時にくじびきが多いが、これでいいのか。�

批判の声も聞いている。今後再検討で考えていき

たい。�

最低価格を上げることは賛成だが、最低価格の公

示はしたほうがよいのでは。�

指名競争入札から一般競争入札に変更となり、業

者間ではかなり動揺があると思う。賛否両論あるが、

十分検討し、町として責任ある入札制度を考えて

いただきたい。�

（答）�

�

意見�

�

意見�

〔付託された案件〕�
・議案第66号　福智町コミュニティセンター条例の一部を改正する条例について�

・議案第67号　平成19年度福智町一般会計補正予算(第3号)について�

・議案第70号　町道路線の認定について�

〔審査結果〕�

　各担当課より詳しく説明を求め、慎重に審査をおこなった結果、付託された3件の

議案については可決すべきものと決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。�

議案第70号�

　現在、市場小学校・赤池中学校の児童が、通学路として利

用している町道屋敷・猿田線は、道路幅が狭く危険な状態の

ため、地元の区や教育委員会等から道路拡幅・歩道設置の

要望が出ました。しかし、拡幅に伴う用地買収や家屋移転等、

多くの課題があり、この路線に歩道を設置することが困難と

予測されるため、赤池中学校グラウンド横に新たな歩道を

新設する計画を立て、その歩道を町道として認定するよう

議会の議決を求めたものです。�

　平成19年12月5日付で、矢野博文氏が議員を辞職し、議員19人の議会構成となりました。�

　今後は、議員の資質向上および職務を誠実に遂行し、福智町の発展並びに町民の皆様の要望や意見等を町政に反

映させていく所存でありますので、議会運営にご理解とご支援をお願いいたします。�

◆辞職に伴い次の変更がありました。�

・安永榮一議員が田川地区清掃施設組合議会議員となりました。�

・吉田剛議員が厚生常任委員会より産業建設常任委員会へ変更となりました。それに伴い、議会運営委員会委員を辞

職し、新たに杉本數男議員が選任されました。�

�

↑現地視察（獺ヶ谷）�
うそがたに�

現在の→�
通学路�

↑�
新歩道を計画�

赤池中学校�
グラウンド�

ふれあい�
生力駅�

池�
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議員�属　公弘�

※一般質問は受付順に掲載しています。�

掲
載
文
字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、質
問
事
項
の
多
く
を
省
略
し
て
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。�

詳
細
に
つ
い
て
は
、議
会
事
務
局
に
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

行
財
政
改
革
推
進
に
つ
い
て
推
進
委
員
会
へ
諮
問

し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
誰
が
推
進
委
員
会
を
作
り
、

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
し
た
い
。
�

﹇
総
務
課
長
﹈
　
福
智
町
の
行
財
政
に
つ
い
て
は
、

町
長
が
行
財
政
改
革
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、町
長
の
諮
問
に
基
づ
き
ま
し
て
推
進
委

員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
�

�

ふ
じ
湯
の
里
や
日
王
の
湯
が
赤
字
に
な
っ
た
と
き
、

負
債
を
抱
え
た
と
き
は
ど
う
す
る
の
か
を
お
聞

き
し
た
い
。
�

﹇
総
務
課
長
﹈
　
ふ
じ
湯
の
里
は
指
定
管
理
者
制

度
、日
王
の
湯
は
町
営
で
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、赤

字
が
出
れ
ば
町
が
負
担
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
に
な
り
ま

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
別
法
人
で
す
の
で
、町

に
補
助
金
を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
形
が
出
て
こ
よ
う
か

と
思
い
ま
す
。
�

�

合
併
し
て
1
年
8
カ
月
、合
併
後
に
、人
員
が
増
え
て

い
る
。
部
署
も
２６
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
削
減
す
る
か
。
�

﹇
総
務
課
長
﹈　
新
町
合
併
計
画
で
は
、半
数
の
職

員
を
採
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、本
年
度
そ
れ
を
大
き
く
控
え
て
、採
用
を
で
き
る

だ
け
行
わ
な
い
、2
分
の
1
以
下
に
抑
え
る
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
上
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
�

�

家
賃
と
水
道
代
の
滞
納
は
、
去
年
よ
り
増
え
た
の

で
す
か
。
�

﹇
住
宅
課
長
﹈
　
合
併
時
点
か
ら
１８
年
度
分
は
増

え
て
お
り
ま
す
。
徴
収
の
強
化
を
し
ま
し
て
、
現

在
で
は
昨
年
よ
り
も
徴
収
率
は
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
�

﹇
水
道
課
長
﹈　
合
併
時
よ
り
は
増
額
し
て
ま
す
。

た
だ
、
徴
収
率
は
若
干
で
す
が
向
上
し
て
ま
す
。

た
だ
、こ
の
ま
ま
で
は
徴
収
率
の
向
上
は
望
め
ま
せ
ん
の

で
、給
水
停
止
を
前
提
と
し
た
徴
収
体
制
で
今
度
計
画
を

し
て
い
ま
す
。
�

�

赤
池
給
食
セ
ン
タ
ー
。
文
部
科
学
省
、保
健
所
、い

ろ
い
ろ
指
導
を
受
け
る
中
で
3
2
0
㎡
の
企
画
が

7
4
0
㎡
に
増
え
た
と
返
事
を
い
た
だ
の
で
す
が
、
誰
が

7
4
0
㎡
に
し
た
の
で
す
か
。
�

﹇
学
校
教
育
課
長
﹈
　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

関
し
ま
し
て
、我
々
も
い
ろ
い
ろ
資
料
、勉
強
、調

査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、誰
の
責
任
か
と
申
し
ま
す
と
、

当
然
担
当
課
長
と
し
て
私
が
そ
の
責
任
に
つ
い
て
お
り
ま

す
。
だ
か
ら
責
任
上
で
い
え
ば
私
の
責
任
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
�

﹇
教
育
長
﹈
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
件
で
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
係
長
、
課
長
を

通
じ
て
設
計
図
等
が
上
が
っ
て
き
た
と
き
に
、私
も
確
か

に
印
鑑
を
押
し
て
認
め
て
お
り
ま
す
の
で
、一
課
長
の
こ
れ

は
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
責
任
で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

�

市
場
床
版
問
題
で
す
が
、
工
事
を
正
当
化
す
る
よ

う
な
こ
と
を
言
う
け
れ
ど
、
あ
れ
は
間
違
っ
て
い

た
か
ど
う
か
を
聞
き
た
い
。
�

﹇
建
設
課
長
﹈
　
工
法
が
妥
当
だ
っ
た
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、私
個
人
と
し
て
は
別

の
方
法
も
あ
っ
た
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

す
。
手
続
に
お
き
ま
し
て
は
、ま
ず
区
か
ら
の
要
望
等
に
つ

い
て
の
確
認
を
き
ち
っ
と
す
る
べ
き
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
、工
事
に
か
か
る
前
は
本
来
基
本
的
に
は
地
元
の
関

係
者
な
り
周
辺
の
地
域
の
方
に
は
説
明
を
し
て
、そ
し
て

工
事
の
計
画
な
り
着
工
に
入
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

う
い
う
基
本
的
な
こ
と
を
怠
っ
た
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

は
、手
続
上
の
不
備
が
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。
�

�

最
終
的
に
こ
の
件
（
市
場
床
版
工
事
）
に
つ
い
て
、

や
め
た
人
間
で
あ
っ
て
も
福
智
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
処
を
す
る
の
か
。
�

﹇
副
町
長
﹈
　
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、一
般
的
に

い
え
る
こ
と
な
ん
で
す
が
、非
違
行
為
と
い
い
ま

す
か
、不
適
切
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
厳
正
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、再
度
調
査
い
た
し
ま
し
て
、そ
の
よ
う
な
事
実

が
あ
る
と
す
れ
ば
提
訴
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

回
答
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

回
答
�

一
般
質
問�

一
般
質
問�
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議員� 議員�浦田孝一�

▲平成17・18年度で建て替えられた小豆田団地�
あずきだ�

▲平成17・18年度で建て替えられた赤池団地�

町
営
住
宅
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
条
例
で

は
総
戸
数
1
9
7
5
戸
と
あ
り
ま
す
が
、
県
営

住
宅
を
含
め
た
公
営
住
宅
は
、
全
世
帯
に
対
し
て
何
割

に
相
当
し
ま
す
か
。
ま
た
、
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
困
窮
者
、
財
政
状
況
等
、
総

合
的
に
見
て
、
福
智
町
に
お
け
る
町
営
住
宅
の
戸
数
は
、

何
戸
ぐ
ら
い
が
理
想
で
あ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
住
宅
課
長
﹈
　
福
智
町
が
管
理
す
る
町
営
住

宅
は
1
9
7
5
戸
、県
営
住
宅
は
3
1
0
戸
（
旧

赤
池
町
1
4
4
戸
・
旧
金
田
町
５０
戸
・
旧
方
城
町
1
1
6

戸
）
で
、
総
計
2
2
8
5
戸
あ
り
ま
す
。
平
成
１９
年
１１
月

末
の
福
智
町
世
帯
数
が
1
万
1
1
3
0
世
帯
で
す
の
で
、

町
営
住
宅
が
占
め
る
割
合
は
1
7
・
7
5
％
、
県
営
住
宅

を
含
め
る
と
2
0
・
5
3
％
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
理
想

の
戸
数
で
す
が
、
将
来
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減

少
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
現
在
の
管
理
戸
数
を
維
持

し
な
が
ら
、古
い
住
宅
か
ら
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活

用
計
画
で
、
建
て
替
え
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
近
隣
市
町
村
で
の
公
営
住
宅
の
割

合
は
、
田
川
市
2
0
・
9
％
・
香
春
町
1
2
・
8
％
・
添
田

町
1
9
・
8
％
・
糸
田
町
1
7
・
5
％
・
川
崎
町
2
7
・
1

％
・
大
任
町
2
0
・
9
%
・
赤
村
9
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
�

�

町
営
住
宅
で
空
き
家
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
推
薦
入
居
等
で
、
特

定
の
人
が
頼
め
ば
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
聞
き

ま
す
。
公
平
・
平
等
に
入
居
で
き
る
よ
う
対
応
を
お
願
い

し
た
い
の
で
す
が
、
①
次
の
入
居
者
は
ど
の
よ
う
に
選

考
し
、
決
定
し
て
い
る
の
か
。
②
住
宅
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
る
の
か
。
③
地
域
等
の
推
薦
入
居
が
あ
る
の
か
、
そ
の

場
合
誰
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
推
薦
を
し
て
い
る
の
か
。

④
入
居
者
の
資
格
基
準
は
。
こ
の
4
点
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。
�

﹇
住
宅
課
長
﹈
　
①
④
入
居
資
格
・
決
定
は
福
智

町
条
例
及
び
施
行
規
則
に
基
づ
い
て
行
な
っ
て

い
ま
す
。
②
町
営
住
宅
に
は
、同
和
地
区
の
住
民
の
生
活

環
境
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
同
和
対
策
特
別
措
置

法
で
形
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

同
和
対
策
特
別
措
置
法
に
関
係
す
る
組
織
か
ら
の
推
薦

も
受
け
て
い
ま
す
。
③
旧
町
時
代
か
ら
の
慣
例
で
行
政

区
の
推
薦
団
地
も
あ
り
ま
す
。
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て
�

税
収
の
向
上
、雇
用
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
企
業

誘
致
は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
が
、現
時
点
、

企
業
誘
致
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
�

﹇
町
長
﹈　
平
成
１９
年
9
月
２６
日
よ
り
旧
赤
池
町
の

工
場
団
地
で
、株
式
会
社
東
洋
製
作
所（
住
宅
関
連

機
器
・
医
療
機
器
の
精
密
部
品
加
工
）が
事
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
先
進
的
な
企
業
で
あ
る
安
川

電
機
、ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
な
ど
に
も
、誘
致
の
働
き
か
け
を

し
て
い
ま
す
。
�

�

企
業
誘
致
は
長
期
的
か
つ
水
面
下
の
部
分
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
研
修
と
称
し
て
企
業
に
派
遣
を
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
に
長
期
的
ス
パ
ン
と

し
て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
企
業
の
誘
致
、人
口
の
定
住
化
を
図
る
た

め
に
は
、町
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、長
期
的
な
視
点
で
、教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
か
な
り
の
企
業
に
な
る
と
、中
間
管
理
層
は
小
中

学
生
を
抱
え
た
家
庭
が
ほ
と
ん
ど
に
な
り
、教
育
環
境
が
ど

う
で
あ
る
か
が
一
番
の
条
件
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
、企
業
を
誘
致
す
る
に
は
教
育

環
境
の
充
実
を
優
先
的
に
長
期
的
な
視
点
で
や
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、色
々
な
働
き
か
け
を
し
て

い
ま
す
が
、た
く
さ
ん
の
企
業
誘
致
が
決
定
し
た
と
い
う
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
昭
和
５０
年
代
か
ら
、田
川
地
区

を
挙
げ
て
東
京
や
大
阪
で
企
業
誘
致
の
働
き
か
け
を
し
て
き

ま
し
た
が
、実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

企
業
誘
致
を
や
り
つ
つ
も
町
内
の
特
性
を
生
か
し
た
起
業
、起

こ
す
業
、こ
れ
に
力
を
注
い
だ
方
が
、雇
用
、税
収
面
の
即
効

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。
福
智
町
の
産
業
の
中
心
は
農

業
で
す
。
農
業
を
生
か
し
た
起
業
が
で
き
な
い
か
、あ
る
い
は

リ
サ
イ
ク
ル
関
係
の
取
組
み
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
、検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、今
後
高
齢
化
が
進

め
ば
、健
康
ブ
ー
ム
と
い
う
社
会
的
状
況
が
ま
す
ま
す
高
く

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
に
ら
み
、製
薬
会
社
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、薬
草
の
栽
培
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

教
育
と
い
う
視
点
を
大
事
に
し
な
が
ら
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�○
女
性
の
能
力
開
発
に
つ
い
て
�

現
在
、女
性
管
理
者
は
何
人
い
ま
す
か
。
�

﹇
総
務
課
長
﹈　
１２
月
7
日
現
在
で
、女
性
3
名
、男

性
２５
名
で
す
。女
性
の
割
合
は
１１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

女
性
職
員
の
配
置
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
総
務
課
長
﹈　
普
通
会
計
で
い
い
ま
す
と
、係
長
は
８８

人
中
女
性
が
２２
人（
割
合
２５
％
）、主
査
は
６７
人
中
４９

人
が
女
性（
割
合
７３
％
）、主
任
主
事
３９
人
中
１３
名
が
女
性（
割

合
３３
％
）、主
事
は
３４
人
中
１０
人
が
女
性（
割
合
２９
％
）で
す
。�

�

職
員
全
体
で
の
女
性
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。
�

﹇
総
務
課
長
﹈　
医
療
職
か
ら
全
て
あ
わ
せ
ま
す
と

職
員
総
数
3
4
4
人
、そ
の
内
1
5
1
人
が
女
性
で

あ
り
割
合
は
４４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�

女
性
の
計
画
的
な
任
用
・
育
成
・
研
修
等
は
考
え
て

い
ま
す
か
。
�

﹇
副
町
長
﹈　
職
員
の
任
用
・
昇
任
・
研
修
等
は
男
女

関
係
な
く
公
平
公
正
に
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、特
別
な
研
修
を
行
な
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
�

�

窓
口
対
応
が
悪
い
と
い
う
話
が
耳
に
入
っ
て
い
ま
す

が
、ど
の
よ
う
な
指
導
や
研
修
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。
�

﹇
副
町
長
﹈　
個
別
に
指
導
に
あ
た
っ
た
事
例
も
あ
り

ま
す
が
、全
体
と
し
て
年
2
回
、窓
口
対
応
の
研
修

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�○
財
政
の
長
期
見
通
し
に
つ
い
て
�

平
成
１８
年
度
、福
智
町
住
民
1
人
あ
た
り
の
借
金（
公

債
）が
約
1
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
こ

と
を
ど
う
考
え
、減
ら
す
算
段
は
あ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
数
字
に
つ
い
て
は
若
干
の
ず
れ
が
出
る
と

思
い
ま
す
が
、地
方
債
残
高
は
、平
成
１９
年
度
末
で
約

2
4
6
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
平
成
２４
年
度
末
に
は

1
7
7
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、施
設
の
改
築
工
事
等

で
約
１０
億
円
〜
１５
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
約

1
9
0
億
円
前
後
に
膨
ら
む
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

�

平
成
２０
年
度
の
予
算
策
定
方
針
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
平
成
１９
年
度
当
初
予
算
額
は
1
3
6
億

円
で
す
の
で
、こ
れ
を
下
回
る
よ
う
予
算
編
成
を
し

て
い
く
予
定
で
す
。
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�
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議員�堀江政洋� 議員�沼口富生�

▲今後の運営が検討されている町立老人ホーム天郷荘�
▲毎年、地元が力士を呼び、子どもと触れ合い体験を�
　行なっている第一保育所�

今
後
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
歳
入
で
あ
る
地
方
交
付

税
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
協
議
の
際
、
合
併
す

る
市
町
村
に
つ
い
て
は
減
額
を
し
な
い
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
財
政
課
長
﹈
　
普
通
交
付
税
は
、
基
準
財
政
需

要
額
と
基
準
財
政
収
入
額
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

基
準
財
政
需
要
額
に
は
、元
利
償
還
、元
利
償
還
に
対
す

る
交
付
税
措
置
分
が
あ
り
、そ
の
他
の
分
に
つ
い
て
は
国

の
計
画
に
よ
り
減
額
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
元
利
償
還
、

元
利
償
還
に
対
す
る
交
付
税
算
入
に
つ
い
て
は
、
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
元
利
償
還
は
、
平
成
２２
年
度
が
一
番
多

く
な
り
、
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
分
も
増
え
る
の
で
、
減

額
さ
れ
る
分
と
増
額
さ
れ
る
分
、
あ
わ
せ
ま
す
と
近
年

は
そ
ん
な
に
交
付
税
は
落
ち
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
財
政
措
置
と
し
て

3
年
間
、
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
２０
年
度
で
終

わ
る
た
め
、
２１
年
度
に
は
約
1
億
5
0
0
0
万
円
下
が

る
見
込
み
で
す
。
�

�

町
立
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。
決
算
特
別
委
員
会
の
と
き
に
報
告
を
受

け
ま
し
た
が
、
そ
の
数
字
と
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
。

ま
た
、
交
付
税
に
算
入
さ
れ
て
い
る
分
が
あ
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
平
成
１８
年
度
決
算
額
は
、
歳
入

2
9
0
4
万
8
0
0
0
円
、
歳
出
9
1
1
6
万

7
0
0
0
円
で
す
。
入
荘
者
は
町
内
8
人
、
町
外
１３
人
、

合
計
２１
人
で
す
。
経
営
的
に
は
非
常
に
苦
し
い
状
況
で
す
。
�

﹇
財
政
課
長
﹈
　
普
通
交
付
税
に
算
入
は
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
天
郷
荘
の
入
荘
者
だ

け
で
は
な
く
、
福
智
町
の
町
民
が
他
町
の
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
っ
て
い
る
分
も
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
他
町

の
施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、福
智
町
か
ら
そ
の
町

へ
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
�

�

運
営
費
を
概
算
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

﹇
福
祉
課
長
﹈
　
職
員
人
件
費
が
5
1
3
7
万

6
0
0
0
円
、
臨
時
職
員
の
賃
金
が
1
8
2
0

万
7
0
0
0
円
、
物
件
費
が
2
1
5
8
万
4
0
0
0
円
、

合
計
で
9
1
1
6
万
7
0
0
0
円
の
歳
出
で
す
。
歳
入

は
、
福
智
町
内
か
ら
の
入
荘
者
が
4
2
9
万
6
0
0
0

円
、
町
外
の
入
荘
者
に
伴
う
各
市
町
村
か
ら
の
委
託
金

が
2
4
7
5
万
1
0
0
0
円
、
交
付
税
算
入
分
が

4
5
0
0
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
直
接
運
営

費
に
は
入
荘
者
の
負
担
金
2
9
0
0
万
円
が
収
入
と
し

て
上
が
っ
て
い
ま
す
。
�

�

仮
に
５０
人
が
入
荘
し
た
場
合
を
計
算
し
ま
す
と
、

年
間
1
人
あ
た
り
約
2
0
4
万
円
程
度
の
色
々

な
面
で
収
入
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
単
純
に
こ
の

金
額
に
５０
名
を
掛
け
合
わ
せ
ま
す
と
、
1
億
2
0
0
万
円

と
い
う
数
字
が
出
ま
す
の
で
、
歳
出
の
9
1
0
0
万
円
は

ク
リ
ア
で
き
ま
す
。
こ
の
天
郷
荘
を
運
営
す
る
に
は
、
も

ち
ろ
ん
今
の
建
物
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
一
番
大
き
な

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
運
営
上
公
設
公
営
で
や
れ
る
と
私

は
判
断
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
も
ぜ
ひ
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
、
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
公
的
施
設
や
公
的
機
関
の
統
廃
合
、

あ
る
い
は
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、今
月
中
に
検

討
結
果
を
出
し
、
そ
し
て
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
最

終
的
に
は
ま
だ
結
論
を
出
し
切
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
指
摘

の
と
お
り
採
算
が
取
れ
る
運
営
が
４２
人
〜
４３
人
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
現
状
の
施
設
を
利
用
す
れ
ば
採
算
が

取
れ
る
運
営
も
今
後
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
現
状
は
本
当

に
建
物
が
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
改
築
と
い

う
前
提
が
入
っ
た
中
で
の
取
り
組
み
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
最
終
的
な
結
論
を

出
し
、報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

9
月
定
例
会
に
引
き
続
き
、
保
育
所
問
題
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。
9
月
定
例
会
で
第
一
保
育
所
の
存

続
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
採
択

と
な
り
、議
会
よ
り
町
長
へ
意
見
書
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、第
一
保
育
所
の
保
護
者

並
び
に
弁
城
区
は
、
町
立
と
し
て
存
続
の
方
向
で
検
討
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、9
月
の
一

般
質
問
で
町
長
は
、「
お
互
い
の
接
点
を
み
つ
け
る
た
め
に

弁
城
区
の
総
意
は
ど
う
な
の
か
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

弁
城
区
、保
護
者
は
当
然
公
立
と
し
て
残
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、１１
月
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
、
町
長
は
「
第
一
保
育
所
の
民

営
化
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
、ま
た
、地

域
住
民
の
声
を
無
視
し
て
強
行
す
る
の
か
、町
長
は
一
体
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
請
願
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

尊
重
を
し
、今
後
の
検
討
の
中
で
は
重
要
な
位
置

を
占
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、こ
こ
で

少
し
数
字
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、平
成
１８

年
度
の
第
一
保
育
所
決
算
は
、
歳
入
1
4
4
2
万

7
0
0
0
円
、
歳
出
6
5
1
5
万
6
0
0
0
円
で
約

5
1
0
0
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
中
央
保

育
所
と
統
合
し
た
場
合
は
、年
間
の
人
件
費
、賃
金
、運
営

費
を
含
め
て
約
3
5
0
0
万
円
が
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

中
央
保
育
所
と
統
合
せ
ず
、現
状
の
施
設
を
使
用
し
た
場

合
、か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
建
て
替
え
が
必
要
と

な
り
、そ
の
費
用
に
約
2
億
5
0
0
0
万
円
は
か
か
る
と

い
う
概
算
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
と
き
、一
番
財

政
的
に
節
減
で
き
る
の
は
、中
央
保
育
所
と
統
合
し
た
場

合
で
、毎
年
約
3
5
0
0
万
円
が
節
減
で
き
、１０
年
間
で
は

約
3
億
5
0
0
0
万
円
、そ
し
て
建
て
替
え
を
し
な
く
て

良
い
と
い
う
こ
と
で
、建
物
費
用
を
含
め
て
約
6
億
円
が

節
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、旧
金
田
町
が
財
政
再
建
時
に
上

金
田
保
育
所
を
民
営
化
に
し
ま
し
た
が
、こ
こ
は
上
金
田

行
政
区
が
保
育
所
を
運
営
す
る
と
い
う
こ
と
で
、社
会
福

祉
法
人
の
認
可
を
取
り
、現
在
は
上
金
田
行
政
区
が
こ
こ

の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
民
営
化
の
際
は
、当
面
の
運

営
費
と
し
て
約
5
0
0
万
円
、改
築
費
で
約
5
0
0
0
万

円
を
渡
し
た
と
い
う
こ
と
で
、財
政
的
な
節
減
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
数
字
的
な
説
明
を
し
ま
し
た
が
、第
一
の
大
前

提
は
、財
政
の
節
減
、財
政
再
建
を
い
か
に
や
っ
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
声
や
、

あ
る
い
は
子
ど
も
の
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
は
、最
大
限

配
慮
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
そ
う
い
っ
た
趣
旨
の
も
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
た
ち
の
ご

理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
話
し
合
い
を
積
極
的
に
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

今
後
、
地
域
住
民
の
方
と
十
分
に
協
議
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
公
立
保
育
所
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
１０
月
２６
日
の
話

し
合
い
の
中
で
、
保
護
者
よ
り
、
委
員
の
中
に
第
一
保
育
所

の
保
護
者
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
町
長
は
、「
保
育
所
問
題
は
行
財
政
改
革
検
討
委
員

会
の
答
申
に
よ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
公
立
保
育
所
の

運
営
に
か
か
る
委
員
会
は
、
7
月
に
1
回
開
催
し
た
以
降
、

第
一
保
育
所
・
中
央
保
育
所
の
説
明
は
何
も
聞
い
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
委
員
会
の
位
置
づ
け
、今
後
こ
の

委
員
会
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
今
後
、町
立
保
育
所
の
運
営
を
ど
う
す

る
の
か
、こ
の
委
員
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
前
提
が
あ
っ
て
の
委
員
会
で
し
た
が
、当
面
は
、ま
ず

方
城
に
2
つ
あ
る
町
立
保
育
所
を
、私
ど
も
は
1
つ
に
統

合
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、第
1
回
目
の
委
員
会
で
、こ
の

委
員
会
を
設
け
た
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

委
員
さ
ん
か
ら
、自
分
た
ち
も
状
況
を
十
分
把
握
し
て
い

な
い
し
、例
え
ば
当
事
者
の
保
育
所
、あ
る
い
は
保
育
所
の

保
護
者
、地
域
の
方
と
の
話
し
合
い
を
経
て
、も
う
一
度
そ

の
ボ
ー
ル
を
投
げ
返
し
て
ほ
し
い
と
、そ
の
投
げ
返
し
を

繰
り
返
す
中
で
、自
分
た
ち
も
具
体
的
な
意
見
が
出
せ
る

と
い
う
意
見
で
し
た
。
私
ど
も
と
し
て
は
、あ
る
程
度
、地

元
保
護
者
の
方
々
と
話
し
合
い
を
し
て
き
た
と
い
う
認
識

を
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
状
況
報
告
を
含
め
、委
員
会
を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

回
答
�

回
答
�
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各
行
政
区
か
ら
陳
情
並
び
に
要
望
が
出
た
と
き
の

対
応
等
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
要
望
が
あ
が
っ
て
き
て
も
、区
全
体
の
総

意
で
な
い
場
合
が
中
に
は
あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
と
き

は
、そ
の
都
度
関
係
先
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。
�

�

地
域
の
要
望
書
が
地
域
総
意
で
は
な
い
、そ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
発
言
し
ま
し
た
が
、ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
�

﹇
町
長
﹈　
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
遭
遇
し
た
例
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、地
域
と
十
分
に
話
し
合
い
を
進
め

な
が
ら
、ご
理
解
を
い
た
だ
く
、そ
う
い
う
話
し
合
い
は
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
�

�

各
地
区
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、文
書
で
回
答
し

て
い
ま
す
か
。
�

﹇
町
長
﹈　
き
ち
ん
と
し
た
文
書
で
の
回
答
が
な
い

と
い
う
ご
指
摘
を
、今
ま
で
受
け
ま
し
た
の
で
、こ
れ

か
ら
は
文
書
で
き
ち
ん
と
対
応
し
ま
す
。
�

�

平
成
１８
年
度
に
発
注
し
た
、上
金
田
地
区
の
高
見
町
、

糸
田
線
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

こ
こ
は
、地
元
行
政
区
が
連
名
で
要
望
書
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
入
札
を
し
、道
路
使
用
許
可
も
取
れ
て
い

ま
し
た
が
、隣
接
す
る
地
権
者
の
方
の
同
意
が
取
れ
て
お
ら

ず
、こ
の
工
事
の
契
約
を
解
除
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
な
ぜ
、

同
意
が
取
れ
て
い
な
い
の
に
工
事
を
発
注
し
た
の
か
、ま
た
契

約
を
解
除
す
る
際
、な
ぜ
地
元
行
政
区
に
何
の
相
談
も
し
な

か
っ
た
の
か
、町
長
、お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
行
政
区
か
ら
要
望
は
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、最
終
的
局
面
で
隣
接
者
の
方
が
反
対
を
し
た
と

い
う
こ
と
で
、区
全
体
の
総
意
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
判
断

の
も
と
、工
事
を
断
念
し
て
い
ま
す
。
�

�

上
金
田
地
区
の
ボ
タ
山
下
の
踏
み
切
り
付
近
の
工
事

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
こ
は
建
設
課
と
水
道

課
、2
つ
の
工
事
が
発
注
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
地
に
隣
接

し
て
い
る
地
権
者
に
は
、何
の
説
明
も
な
く
同
意
も
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、地
元
行
政
区
は
町
に
何
度
か
無
視
を
さ
れ
た
た

め『
町
に
は
一
切
協
力
を
し
ま
せ
ん
、広
報
も
配
布
し
ま
せ
ん
、

公
園
の
掃
除
も
し
ま
せ
ん
、区
長
・
組
長
は
手
当
て
も
い
り
ま

せ
ん
』と
言
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
る
の
で
す
か
、町
長
。
�

﹇
町
長
﹈　
町
民
の
安
全
と
生
活
を
守
る
た
め
に
こ

の
工
事
に
着
工
し
て
い
ま
す
。
区
と
の
問
題
に
つ
い

て
は
、最
大
限
誠
意
を
尽
く
し
て
取
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。
�

�

解
決
し
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
の
に
、工
事
だ
け
先

に
終
わ
っ
て
、今
か
ら
話
し
合
い
を
し
よ
う
か
っ
て
、

誰
が
し
ま
す
か
。
１０
月
に
地
元
行
政
区
か
ら
は
、建
設
課
が
し

た
工
事
に
つ
い
て
も
う
一
度
撤
去
し
ろ
と
出
て
い
ま
す
。
町
長
、

お
答
え
く
だ
さ
い
。
�

﹇
町
長
﹈　
地
元
か
ら
あ
が
っ
て
き
た
中
身
は
十
分
ク

リ
ア
し
て
い
る
と
判
断
し
て
、そ
の
後
推
移
を
し
て

き
て
い
ま
す
。
�

ク
リ
ア
し
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
建
設
課
か
ら

出
た
回
答
書
に
は
、懸
案
事
項
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
決
裁
印
も
あ
り
ま
す
。こ
の
問
題
は
片
付
い
て
い
な

い
か
ら
、問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
上
金
田
行
政
区
の
組
長
全

員
の
名
前
が
載
り
、抗
議
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
道
事
業
を
計

画
す
る
ま
で
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
�

﹇
水
道
課
長
﹈　
平
成
１８
年
に
漏
水
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、ボ
タ
山
下
の
踏
切
か
ら
漏
水
を
し
て
い
ま
し
た
。�

�

平
成
１８
年
に
漏
水
調
査
を
し
、入
札
を
し
た
の
が
１９

年
の
5
月
、な
ぜ
こ
の
間
に
、地
元
に
漏
水
の
説
明

を
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
町
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
今
後

ど
う
し
ま
す
か
。
�

﹇
町
長
﹈　
今
後
も
誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

こ
の
工
事
は
止
め
る
ん
で
す
か
、そ
れ
と
も
撤
去
す

る
ん
で
す
か
。
�

﹇
町
長
﹈　
行
政
区
と
の
意
思
疎
通
が
欠
け
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
謙
虚
に
反
省
し
、工
事
に
つ
い
て
は
一

時
中
断
を
し
、地
元
と
誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

教
育
関
係
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
4
月
に
全
国
一

斉
学
力
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、福
智
町
は

全
国
的
に
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
し
た
か
。
�

﹇
教
育
長
﹈　
学
校
の
序
列
化
、過
度
の
競
争
意
識
を

助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、一
人
一
人
の
個
別
表
は
配
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
�

�

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
中
で
、教
育
関
係
だ
け

で
約
３０
人
も
の
臨
時
職
員
を
雇
用
し
、7
0
0
0
万

円
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
な
り
の
責
任
は
感
じ
て

い
ま
す
か
。
�

﹇
教
育
長
﹈　
非
常
に
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今

が
計
画
の
2
年
次
な
の
で
、来
年
度
ま
で
は
ぜ
ひ
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、成
果
が
表
れ
な
け
れ
ば
、こ
の
制
度
も

皆
様
か
ら
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

職
員
、
臨
時
職
員
、パ
ー
ト
を
含
む
倫
理
規
定
に

つ
い
て
、
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

方
た
ち
が
職
場
外
で
特
定
の
政
治
活
動
を
行
な
っ
て
い

い
も
の
か
併
せ
て
お
伺
い
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
正
規
の
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、臨
時
、パ
ー

ト
を
含
み
、福
智
町
の
職
員
倫
理
条
例
及
び
規
則

に
よ
っ
て
、守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
職
員
は
、地
方
公
務
員
法
、あ
る
い
は
福
智
町
の
倫

理
規
定
等
を
遵
守
し
な
が
ら
日
々
の
勤
務
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、臨
時
、パ
ー
ト
職
員

が
勤
務
外
に
政
治
活
動
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、憲
法
で
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、勤
労

の
権
利
、公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
は
生
活
、つ
ま
り

は
幸
福
の
追
求
が
で
き
る
と
い
う
個
人
の
尊
重
も
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
憲
法
の
も
と
、先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
地
方
公
務
員
法
、福
智
町
倫
理
規
定
等
に
反
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
、私
ど
も
も
日
常
の
指
導
は
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、公
職
選
挙
法
の
中
で
、地
位
を
利
用
し
て
の
選
挙

活
動
の
禁
止
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、地
位
利
用
で
な

い
限
り
は
、選
挙
運
動
は
妥
当
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
�

�

町
長
の
後
援
会
会
長
の
名
前
と
職
業
を
尋
ね
ま

す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
私
の
後
援
会
の
会
長
は
、Ｋ
氏
で
現

在
は
、コ
ス
モ
ス
診
療
所
で
パ
ー
ト
と
し
て
、
運

転
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
�

�

9
月
２９
日
に
旧
方
城
町
の
伊
方
地
区
で
、
浦
田

弘
二
町
政
報
告
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

後
援
会
長
が
『
官
製
談
合
で
こ
う
む
っ
た
町
の
損
害
金

5
5
0
0
万
円
は
国
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
の
金
額
は
町
民
の
税
金
か
ら
支
払
い
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
、
不
正
を
働
い
た
業
者
に
か
わ
っ
て
ど
う
し
て
町
民

が
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
町
民
の
代
表
で
あ

る
町
議
会
議
員
さ
ん
が
反
対
さ
れ
る
真
意
が
理
解
し
か

ね
ま
す
』
と
、
ま
た
『
3
町
が
合
併
し
て
新
し
い
町
が
誕

生
し
た
の
で
す
。
昔
の
悪
弊
を
断
ち
切
っ
て
、
町
民
の
た

め
の
政
治
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
』
と
言
い
、い
か
に
も
反
対
し
た
議
員
が
悪
く
、

悪
を
ば
っ
こ
す
る
よ
う
な
後
押
し
を
し
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
反
対
し
た
議

員
、
賛
成
し
た
議
員
と
い
う
ふ
う
に
文
書
を
出
席
者
に

配
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
つ
お
聞
き
し
ま
す
。
こ
れ
は
赤

池
町
で
起
き
た
問
題
で
す
。
合
併
協
議
会
の
中
で
、
何
ら

申
し
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
継
続
さ
れ
て
も
い
な
い
。
合
併

後
1
年
間
も
審
議
さ
れ
ず
、
6
月
に
市
場
床
版
工
事
が

新
聞
沙
汰
に
な
る
と
、
突
然
こ
れ
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
し

て
、
町
政
報
告
会
で
町
長
は
、
後
援
会
長
が
返
還
に
つ
い

て
虚
偽
の
報
告
を
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
後
押
し
す

る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
弁
舌
さ
わ
や

か
に
、
色
々
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
り
、
答
え
ま
す
が
、
陰
に

回
っ
た
と
き
は
独
裁
ぶ
り
、
言
い
た
い
放
題
言
う
。
恐
怖

心
す
ら
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
議
案
を
出
し
た
と
き
、

後
援
会
長
は
あ
る
議
員
に
対
し
、
こ
れ
を
否
決
す
る
と

町
民
か
ら
訴
え
ら
れ
ま
す
よ
、
特
定
の
人
に
仕
事
を
や

る
か
ら
賛
成
し
て
く
れ
な
い
か
、
と
運
動
し
て
回
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
後
援
会
長
と
し
て
、
し
て
い
い
こ
と
か
否
か
、

そ
し
て
こ
れ
を
町
長
が
後
押
し
す
る
。
我
々
議
員
は
、
町

民
の
負
託
を
受
け
、
こ
こ
で
賛
否
を
問
う
た
っ
た
一
つ
の

権
利
で
す
。
陰
で
こ
そ
こ
そ
す
る
よ
う
な
権
力
は
も
ら
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
、
議
会
を
冒

涜
す
る
よ
う
な
後
援
会
で
あ
っ
て
い
い
も
の
か
、
今
後
、

じ
っ
く
り
検
証
し
、
追
及
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
お
尋
ね
で
す
。
当
時
の
赤
池
町
で
財
政
課
長
を

し
て
い
た
現
在
の
地
域
振
興
課
長
、
赤
池
町
で
被
害
を

こ
う
む
り
返
還
が
あ
り
ま
し
た
か
。
�

﹇
赤
池
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
﹈
　
旧
赤
池

町
に
お
い
て
、
補
助
金
等
の
返
還
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

あ
く
へ
い
�

ぼ
う
�

と
く
�
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議員�杉本數男� 議員�浦田光由�

う
そ
が
た
に
�

獺
ヶ
谷
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
お
尋

ね
し
ま
す
。
�

﹇
建
設
課
長
﹈
　
１０
月
に
町
と
し
て
の
判
断
、
回

答
を
相
手
に
示
し
て
い
ま
す
。
�

�

町
民
か
ら
町
が
提
訴
さ
れ
る
と
い
う
話
も
聞
き

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
�

﹇
町
長
﹈
　
も
し
現
実
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
対

処
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の

町
民
の
方
に
被
害
や
マ
イ
ナ
ス
の
部
分
を
与
え
た
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、率
直
に
そ
の
こ
と
に
対
し
て
き
ち
ん

と
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
�

�

町
長
の
行
政
報
告
会
で
、
町
長
は
『
い
わ
ゆ
る
町

長
が
押
す
印
鑑
、
最
後
の
決
裁
印
を
、
1
0
0
％

わ
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
過
程
を
踏
ん
で
ど
う
す
る
か
、
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
上
で
、
実
は
全
て
押
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
1
0
0
％
わ

か
ら
ず
に
、
あ
な
た
は
決
裁
印
を
押
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

ま
た
、
報
告
会
で
『
こ
の
2
つ
と
も
残
念
な
が
ら
官
製
談

合
と
い
う
こ
と
で
裁
判
・
・
・
そ
う
い
う
事
件
に
発
展
を

し
ま
し
た
』
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
官
製
談
合
だ
け
で
す

か
。
�

﹇
町
長
﹈
　
一
方
は
官
製
談
合
、
も
う
一
方
は
官

製
談
合
と
贈
賄
で
、
起
訴
さ
れ
た
件
は
違
い
ま

す
。
�

報
告
会
の
中
で
『
入
札
の
落
札
率
は
９０
％
が
妥

当
だ
』
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
旧
赤
池

町
長
時
代
に
は
４５
件
中
４３
件
が
９０
％
以
上
、
福
智
町
で

は
平
成
１８
年
度
に
９９
件
中
８４
件
が
９０
％
以
上
の
落
札
で

す
。
こ
れ
は
全
て
官
製
談
合
で
す
か
。
お
答
え
く
だ
さ
い
。
�

﹇
町
長
﹈
　
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
、
今
年
か
ら
入
札
制
度
の
改
革
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
正
取
引
委
員
会
や
警
察
の
調
査
、

裁
判
所
の
資
料
を
も
と
に
6
月
議
会
、
9
月
議
会
で
提

案
を
し
て
い
ま
す
。
�

�

6
月
・
9
月
定
例
会
で
建
設
会
社
を
相
手
取
り
、

損
害
賠
償
請
求
の
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
に
提

案
を
し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長

は
行
政
報
告
会
で
『
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
否
決
さ
れ
ま

し
た
。
町
民
の
方
の
税
金
を
余
計
に
出
し
た
の
に
、
そ
れ

を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
わ
け
で
す
。

私
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
当
に
お
か
し
い
な
と
、

ま
た
お
か
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
民
の
方
に
や
っ
ぱ

り
立
ち
上
が
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
か
ん
、
そ
う
思
い

ま
す
。・
・
・
町
民
の
方
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
こ
う
い
う

ふ
う
な
こ
と
に
反
対
を
す
る
、
私
は
絶
対
に
理
解
で
き

な
い
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
今
日
お
集
ま

り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
い

に
怒
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
そ
う
い
う
こ
と
を
絶
対

に
許
さ
な
い
、
ぜ
ひ
そ
う
い
う
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、
ど
う
い
う

環
境
を
つ
く
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
か
。
政
策

に
絶
対
反
対
を
し
な
い
議
員
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
た

の
で
す
か
、
お
答
え
願
い
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
確
か
に
読
み
上
げ
た
と
お
り
、
私
は

申
し
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
官
製
談
合

そ
の
も
の
を
許
さ
な
い
、
そ
う
い
う
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
を
、
舌
足
ら
ず
に
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
申
し
上
げ
た
か
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
の
環
境
づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
申
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、そ
の
よ
う
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

官
製
談
合
が
で
き
な
い
環
境
づ
く
り
と
言
い
ま

し
た
が
、
官
は
職
員
。
あ
な
た
た
ち
が
戒
め
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
町
民
の
方
に
職
員
全
員
を

見
張
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
議
会
は
審
議
す
る

側
で
す
。
町
民
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
こ
こ
に
い

ま
す
。
そ
の
方
た
ち
の
代
表
と
し
て
こ
こ
で
物
を
言
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
ま
で
否
定
す
る
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
報
告
会
の
中
で
町
長
の
後

援
会
長
が
『
5
5
0
0
万
円
の
返
納
が
起
こ
り
ま
し
た
』

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
会
計
監
査
が
入
り
、
返
納
義
務
が

生
じ
て
い
ま
す
か
。
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
財
政
課
長
﹈
　
補
助
金
に
つ
い
て
の
返
還
は
、

今
日
ま
で
そ
う
い
う
話
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
�

﹇
赤
池
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
﹈
　
赤
池
時

点
で
も
監
査
を
受
け
た
と
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
�

�

後
援
会
で
話
す
と
き
は
自
覚
を
持
っ
て
、
正
確

な
数
字
が
町
民
に
渡
る
よ
う
、
公
平
を
持
っ
て

報
告
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
国
か
ら
ま
だ
何
も
返
納
義

務
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
�

﹇
町
長
﹈
　
5
5
0
0
万
円
を
国
に
返
還
す
る

と
い
う
発
言
は
、
明
ら
か
に
間
違
い
で
し
た
。
ま

た
、
後
援
会
の
ニ
ュ
ー
ス
で
町
民
の
方
に
、
会
長
の
お
詫

び
の
文
章
を
掲
載
す
る
よ
う
に
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。
�

�

質
問
�

杉
本
で
す
。
町
長
に
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
福
智
町
は
、
自
主
財
源
が
と
て
も
乏
し
く

経
常
比
率
が
な
ん
と
1
0
0
・
7
％
で
す
。
本
来
な
ら
７０

％
か
ら
８０
％
ぐ
ら
い
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
す
る
と
最
悪
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
町
の
自

主
財
源
は
約
２２
％
、
後
の
７８
％
は
国
や
地
方
に
依
存
し

て
い
ま
す
。
ず
っ
と
も
た
れ
か
か
っ
た
ま
ま
の
財
政
を
進

め
て
い
く
と
何
時
か
は
き
っ
と
行
き
づ
ま
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
財
政
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
税
等
の

滞
納
が
約
３１
億
円
も
あ
り
ま
す
。
私
は
先
日
、
岡
山
県
浅

口
市
に
議
員
研
修
で
訪
れ
ま
し
た
。
税
の
滞
納
問
題
か

ら
質
問
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
聞
く
ほ
ど
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
見
事
完
納
さ
れ
て
て
、
最
後
に
給
食
費

の
滞
納
は
と
尋
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
、
小
中
学
校
で

2
9
2
8
人
の
中
で
1
人
だ
け
い
ま
す
、
事
情
が
あ
っ
て

と
の
こ
と
で
し
た
。
人
口
は
3
万
7
3
2
7
人
、
福
智

町
よ
り
1
万
と
ち
ょ
っ
と
多
い
市
で
す
。
行
政
と
町
民
が

一
体
と
な
っ
て
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
福
智
町
は
行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
距
離
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
原

因
は
何
で
し
ょ
う
。
本
当
に
町
民
と
行
政
が
一
体
な
ら
ば

３１
億
円
も
の
滞
納
が
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
行
財

政
改
革
と
は
私
は
心
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

と
心
の
交
流
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
、
行

政
も
、
私
た
ち
も
町
民
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

再
確
認
も
含
め
て
、
今
こ
そ
そ
の
と
き
を
迎
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
、
こ
こ
に
行
財
政
改
革
の
鍵
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
町
長
、
財
政
の
金
庫
番
は
ど
な
た
で
す
か
。
�

﹇
町
長
﹈
　
最
終
的
に
は
私
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
�

�

町
長
、
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
が
違
っ
て
い
ま

す
。
金
庫
番
は
町
民
で
し
ょ
う
。
町
長
始
め
私
た

ち
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
選
ば
れ
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
負
託
さ
れ
た
一
人
ひ
と
り
で
す
。
町
民
の
目
線
に
立
っ

て
、
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
３１
億
円
の
滞
納
問
題
で
す
が
、
悪
質
な
滞
納

で
あ
れ
ば
、
厳
し
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、

払
う
気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
仕
事
が
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
、
生
活
を
立
て
直
し
1
銭
で
も
払
い
た
い
、
そ
の
よ

う
な
方
た
ち
の
た
め
に
も
、
福
智
町
が
一
体
と
な
っ
て
働

く
場
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
�

﹇
町
長
﹈
　
行
財
政
改
革
、
い
ろ
ん
な
視
点
、
い

ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
、そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
町
民
の
方
々
が
い
か
に
満
足
を
し
て
、

こ
の
地
域
で
住
ん
で
い
た
だ
け
る
か
、こ
う
い
っ
た
視
点

を
行
財
政
改
革
の
基
点
に
据
え
な
が
ら
、
積
極
的
に
い

い
町
づ
く
り
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
�

�

9
月
定
例
会
で
、
町
道
で
は
な
く
住
民
の
方
の

所
有
地
を
通
っ
て
行
く
施
設
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
手
を

打
っ
て
い
か
れ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
現
地
は
確
認
を
し
ま
し
た
。
そ
の
施

設
が
で
き
た
経
緯
を
、
私
は
十
分
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
は
整
理
を
し
、
そ
の
施
設
が
当
初
つ
く

ら
れ
た
目
的
ど
お
り
に
有
効
に
活
用
で
き
て
い
る
の
か

ど
う
か
、そ
う
い
っ
た
視
点
も
含
め
て
総
体
的
に
判
断
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

発
達
障
害
児
の
教
育
支
援
を
国
が
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
利
用
し

な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
旧

頴
田
町
が
教
育
特
区
を
申
請
し
、
実
績
を
積
ん
で
い
ま

し
た
が
、
費
用
の
捻
出
が
困
難
な
た
め
、
今
期
で
や
め
る

と
い
う
新
聞
報
道
を
見
ま
し
た
。
福
智
町
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
、
教
育
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

﹇
教
育
長
﹈
　
発
達
障
害
児
の
教
育
支
援
で
す
が
、

率
先
し
て
手
を
挙
げ
て
、
特
別
支
援
教
育
体
制

推
進
事
業
と
い
う
指
定
を
受
け
て
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
を
学
校
に
派
遣
し
、
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
・
接
し
方
等
、
教
職
員
の
研
修
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
身
体
に
障
害
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
に

つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
介
助
員
を

臨
時
職
員
と
し
て
措
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
福
智
町
で

は
、少
人
数
学
級
は
、本
年
4
月
か
ら
本
格
実
施
を
し
て

い
ま
す
。
教
育
効
果
に
つ
い
て
は
各
学
校
が
実
施
し
て
い

る
標
準
学
力
検
査
に
基
づ
い
て
検
証
を
進
め
る
よ
う
、

方
向
性
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

い
ま
し
�
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▲猿が多く出没している長浦地区（方城）� ▲エアガンで猿を山へ追い払っている産業振興課職員�

猿を追い払うために�
使用しているエアガン�

▲
�

市
場
小
学
校
屋
外
運
動
場
に
関
す
る
請
願
が
今
定

例
会
に
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
を
早

期
に
移
転
し
、正
規
な
運
動
場
を
早
く
つ
く
り
、整
備
を
実

現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
内
容
で
す
が
、こ
の
請
願
が
出

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、町
長
、率
直
な
気
持
ち
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
�

﹇
町
長
﹈　
市
場
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
絡
み
も

あ
り
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
が
正
規
の
運
動
場
を
使

え
ず
、長
期
間
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、早
急
に
現

状
を
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

﹇
教
育
長
﹈　
9
月
定
例
会
の
総
務
文
教
常
任
委
員

会
で
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
予
算
案
を
審
議
し
た
際
、

規
模
や
予
算
面
で
説
明
不
足
等
が
あ
り
、本
会
議
に
は
上
程

し
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
一
刻
も
早
く
、着
工

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

赤
池
地
区
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
て
た
場
合
、ま
た

方
城
も
古
い
の
で
建
て
な
い
と
い
け
な
い
、そ
の
う

ち
金
田
も
古
く
な
っ
て
く
る
。
町
ぐ
る
み
で
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
今
、福
智
町
全
部
（
8
校
）
を
賄
え
る
給
食
セ

ン
タ
ー
も
考
え
て
み
て
は
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、市
場
小
学
校

に
お
い
て
、児
童
に
体
力
を
つ
け
る
体
育
の
授
業
は
大
変
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。一
日
も
早
い
運
動
場
の
着
工
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、再
度
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

﹇
町
長
﹈
　
早
期
に
解
決
す
る
よ
う
、全
力
を
挙
げ

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
�

福
智
町
に
は
指
定
管
理
者
制
度
を
と
っ
て
い
る
施
設

は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
、ま
た
、そ
の
内
容
等
を
お
尋

ね
し
ま
す
。
�

﹇
財
政
課
長
﹈　
平
成
１９
年
8
月
時
点
で
、ふ
じ
湯
の

里（
代
表
取
締
役
　
浦
田
弘
二
）・
日
王
の
湯（
理
事

長
　
浦
田
弘
二
）・
上
野
の
里
ふ
れ
あ
い
交
流
会
館（
組
合
委

員
長
　
平
川
）・
福
智
町
福
祉
会
館（
会
長
　
浦
田
弘
二
）が
あ

り
ま
す
。
任
期
は
平
成
２２
年
3
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�

町
民
参
加
・
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら

見
る
と
、町
長
が
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と
は
、何

か
不
自
然
に
感
じ
ま
す
。
町
内
に
は
、有
識
者
・
適
任
者
が
数

多
く
い
る
と
思
い
ま
す
が
、考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

﹇
町
長
﹈　
民
法
1
0
8
条
に
自
己
契
約
及
び
双
方

代
理
と
い
う
の
が
あ
り
、双
方
が
事
前
に
了
解
し
て

い
る
場
合
、あ
る
い
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
行
為
を
形
式

的
に
遂
行
す
る
場
合
、あ
る
い
は
双
方
代
理
と
い
う
制
度
を

取
り
入
れ
て
も
危
険
が
生
じ
な
い
と
な
っ
て
お
り
、法
に
は
触

れ
ま
せ
ん
が
、町
民
の
方
々
に
き
ち
ん
と
ご
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、私
も
一
定
の
時
期
が
来
ま
し
た
ら
判
断
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
�

�

次
に
、社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
社
協
も
町
長
が
会
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

お
伺
い
し
ま
す
。
会
長
を
引
き
受
け
ら
れ
る
と
き
に
、さ
っ
き

言
っ
た
よ
う
に
不
自
然
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
�

﹇
町
長
﹈　
私
が
昨
年
6
月
1
日
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
と
い
う
こ
と
で
、就
任
し
て
い
ま
す
。
現

在
、社
協
自
体
、財
政
縮
減
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
検
討
を
進

め
て
お
り
、そ
う
い
っ
た
取
組
み
を
私
と
し
て
も
や
り
た
い
と

い
う
こ
と
で
、会
長
を
引
き
受
け
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、そ
う
い
う
区
切
り
が
つ
け
ば
、私
の
ほ
う
は
判
断
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

先
日
、社
協
で
使
用
し
て
い
る
油
の
入
札
が
計
画
さ

れ
て
い
た
が
、一
町
民
の
意
見
に
よ
っ
て
中
止
に
な
っ

た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
選
挙
も
絡
む
と
い
う
こ

と
を
そ
の
方
は
言
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
経
費
の
削
減

と
い
う
こ
と
で
話
し
合
っ
て
い
る
最
中
に
、母
体
の
社
協
が
こ

う
い
う
こ
と
で
ど
う
し
ま
す
か
。
社
協
と
い
う
場
を
、目
的
と

逸
脱
し
た
政
争
の
場
、選
挙
の
場
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
り

ま
す
。
町
長
、考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
対
象
と
な
る
方
た
ち
へ
、事
前
の
説
明
を

し
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
の
も
と
、今
回
は
入
札
を

延
期
し
ま
し
た
。
�

�

福
智
町
の
農
業
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
ご
存
知

の
よ
う
に
、今
年
は
本
当
に
雨
が
少
な
く
、山
間
部

で
は
水
不
足
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
収
穫
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
、上
弁
城
地
区
で
は
反
あ
た
り
2
〜
3
俵
と
か
、そ
ん
な

数
字
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、地
域
の
代
表
の
方
々
か
ら

陳
情
も
受
け
、陳
情
書
も
出
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

受
け
、農
業
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、業
と
し
て
成
り
立
つ
環

境
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈　
町
内
で
多
く
の
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す

の
で
、早
く
解
決
で
き
る
よ
う
に
、今
後
と
も
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
�

�

平
成
２０
年
度
よ
り
工
事
以
外
の
委
託
業
務
、物
品
に

つ
い
て
一
般
競
争
入
札
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
き

た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

﹇
町
長
﹈　
現
在
、鋭
意
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

野
生
の
猿
が
、方
城
地
区
の
広
谷
・
上
弁
城
・
長
浦

地
区
の
畑
に
多
大
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
ど

う
い
う
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。
�

﹇
産
業
振
興
課
長
﹈
　
地
元
か
ら
連
絡
が
あ
り
次

第
、職
員
が
現
地
に
行
き
、被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
エ
ア
ガ
ン
等
で
山
林
の
方
へ
追
い
返
し
て
い
ま

す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
現
在
、
田
川
郡
猿
等
被
害
対
策
協
議

会
（
田
川
郡
7
町
村
で
構
成
・
香
春
町
が
事
務
局
）

の
町
村
長
が
定
期
的
に
集
ま
り
、国
の
助
成
措
置
が
で
き

な
い
か
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
�

�

被
害
に
あ
っ
て
い
る
農
家（
長
浦
地
区
）の
方
に
話
を

聞
き
ま
す
と
、農
家
の
方
が
精
魂
を
込
め
て
作
っ
た

野
菜（
人
参
・
大
豆
・
白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
キ
ュ
ウ
リ
等
）が
出
来

あ
が
っ
た
頃
に
、約
３０
〜
５０
匹
、多
い
と
き
に
は
1
0
0
匹
の

猿
が
来
て
、全
て
か
じ
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
納
屋
に
入
れ
た

農
作
物
（
玉
ね
ぎ
・
か
ぼ
ち
ゃ
等
）は
、抱
え
持
っ
て
山
へ
逃
げ

る
。
地
元
の
方
は
、外
柵
を
設
け
て
電
流
を
流
し
対
処
し
て
い

る
が
、1
箇
所
に
約
１０
万
円
か
か
る
た
め
、ど
う
に
か
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
で
し
た
。
�

　
香
春
町
に
行
き
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
の

か
聞
き
ま
し
た
ら
、
①
巡
視
員
を
3
名
雇
用
し
、
ほ
ぼ
1

年
中
巡
視
し
て
い
る
②
猿
に
発
信
機
を
つ
け
て
行
動
範
囲

を
確
認
し
て
い
る
③
エ
ア
ガ
ン
約
３０
丁
・
ゴ
ム
銃
約

3
0
0
丁
を
町
民
に
貸
し
て
い
る
④
柵
に
電
流
を
流
し
て

い
る
土
地
に
は
一
部
補
助
を
し
て
い
る
⑤
爆
竹
を
町
が
保

管
し
、町
民
が
き
た
と
き
は
そ
れ
を
渡
し
て
い
る
、と
い
う

こ
と
で
し
た
。
�

　
農
家
の
方
に
こ
れ
か
ら
先
、何
が
一
番
必
要
か
聞
き
ま
す

と
、
今
の
と
こ
ろ
は
電
流
を
流
し
て
柵
を
し
、
農
作
物
を

確
保
す
る
こ
と
が
一
番
良
く
、ま
た
、
野
生
猿
が
増
え
な
い

よ
う
に
去
勢
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
。
ま
た
、電
流
を
流
す

柵
に
補
助
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
で
し
た
。
地

域
の
方
た
ち
は
、
大
豆
や
麦
な
ど
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

が
、被
害
に
遭
う
の
で
も
う
作
っ
て
く
れ
る
方
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
農
家
に
と
っ
て
は
田
畑
が
命
で
す
。
町
長

の
考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
国
の
助
成
措
置
も
講
じ
ら
れ
る
見
通

し
も
出
て
き
ま
し
た
の
で
、そ
れ
も
踏
ま
え
な
が

ら
、被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、地
元
の

方
と
も
ご
相
談
を
し
な
が
ら
、検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
�

�

町
長
は
平
成
１９
年
の
3
月
議
会
で
、
町
内
の
公
的

機
関
の
経
営
改
善
や
公
的
施
設
の
統
廃
合
を
早

い
時
期
に
結
論
を
出
す
と
施
政
方
針
で
述
べ
ま
し
た
が
、

今
日
ま
で
結
論
を
出
し
た
姿
が
見
え
ま
せ
ん
。
特
に
方
城

支
所
を
ど
の
よ
う
な
形
で
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
、お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
域
の
町
民
は
、
何
か
人
の
集

ま
る
よ
う
な
施
設
に
変
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

﹇
町
長
﹈
　
平
成
１９
年
１２
月
末
ぐ
ら
い
に
は
、公
的

施
設
等
を
含
め
て
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
結
論
を

整
理
・
集
約
を
し
て
、来
年
早
々
に
は
報
告
・
説
明
会
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、方
城
・
赤
池
の

支
所
機
能
は
、非
常
に
大
事
な
機
能
と
い
う
認
識
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
認
識
の
も
と
に
最
終
的
な
結

論
は
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

ま
か
な
�



石川県能美市議会が来町�

福智町議会だより vol.2

福智町議会だより�□発行／福智町議会 〒822-1292 福岡県福智町金田937-2　TEL.0947-22-7772（直通）  FAX.0947-22-0782�
□編集／広報特別委員会　□発行責任者／議長 大島道人　□印刷／日光印刷�

◎総務文教常任委員会報告で、〔学校給食センター改築工事〕に関わる補正予算については否決とありましたが、

『執行部が取り下げとしました』に訂正します。�

◎日比生洋一議員の所属委員会の紹介で、議会運営委員会が掲載されていませんでした。�

お詫びと訂正�

編集後記�

　平成19年11月19日・20日に、岡山県浅口市へ視察研修に行きました。�

　浅口市は、平成18年3月に三町が合併、人口は約3万7千人、面積は

66.46k㎡で、合併時期や規模が福智町と類似しており、堅実な行財政改革

を行っているということで、今回研修地に選定しました。�

　浅口市の議長や各課長から説明を受け、質疑を行い、主な取り組みとして、

①合併の数年前から職員採用の抑制を行い、現在は同規模の自治体より職員

数が少なくなっている②公共施設の数が少なく、十分活用されている。③合

併後、乳幼児医療の助成を10歳未満まで延長した、などの施策を聞きました。�

　今回の研修を活かし、今後の町政に反映させていきたいと思います。�

　平成20年1月15日、石川県能美市議会の議員6人が行政視察で福智町を

訪れました。�

　能美市は、平成17年2月に三町が合併してできた、人口約4万7千人の市

です。今回の視察目的は、福智町が旧町時代に赤字再建団体を経験したとき

の実態と取組みについてです。旧赤池町財政担当職員が約1時間半にわたり

説明を行いました。議員から「再建団体について、町民の意識はどうだったの

か」など、多くの質問があり、研修を終えた議員6人は『能美市は、現時点では

財政的にひっ迫したものではないが、先を見据えた今後の課題として議会で取り組んでいきたい』と語っていました。�

ｖｏｌ.１号で、誤りがありましたので下記のとおり訂正します。誠に申し訳ありませんでした。�

福智町議会視察研修報告�～先進地に学ぶ～�

～福智町に学ぶ～�

福智町議会レポート�

議長　 記帳�雑�議長　 記帳�雑�
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